
平成２５年１１月２９日 

浮羽バイパス（延長約1.3km）開通日時及び開通式典のお知らせ 

○ 国土交通省福岡国道事務所で整備を進めている国道２１０号浮羽バイパスのうち、

久留米市田主丸町田主丸
たぬしまる

～常盤
と き わ

（延長 約1.3km 暫定２車線）について、以下のと

おり開通日時及び開通式典をお知らせします。 

○ 浮羽バイパス（全延長 約 14.0km）は、既に約 11km が連続して通行可能となって

おり、今回の開通により約13kmが暫定２車線で連続して通行可能となります。 

○ 今回開通区間に並行する現国道210号は、現在も朝・夕ピーク時に交通渋滞が発生

しており、今回の開通により浮羽バイパスへの転換が図られ、交通混雑緩和の効果

が期待されます。 

■開通日時（一般開放） 

・日  時： １２月７日（土）１３時００分 

・開通区間： 久留米市田主丸町田主丸～田主丸町常盤 

■開通式典 【別添資料参照】

・日  時： １２月７日（土）１０時３０分 

・会  場： 久留米市立水分小学校体育館（久留米市田主丸町常盤１１１８－１）

※式典に引き続き、浮羽バイパス本線上にて開通行事（テープカット等）を行います。 

・主  催： 国土交通省福岡国道事務所、久留米市 

共  催： 一般国道２１０号改良促進期成会 

※報道関係の皆様へ 

・当日の取材・撮影は可能です。式典会場においては係員の指示に従い駐車してください。 

・テープカットの取材については式典会場から徒歩にて浮羽バイパス本線上へ移動願います。 



日時　：　平成２５年１２月７日（土） 午前１０時３０分

　　 （受付開始　午前９時４５分から）

場所　：　【式典】　久留米市立水分小学校　体育館（久留米市田主丸町常盤１１１８－１）

【開通行事】　浮羽バイパス　本線上

　　※式典に引き続き、浮羽バイパス本線上にて開通行事（テープカット等）を行います。
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浮羽バイパス（今回開通区間）の交通状況及び、期待される効果

○浮羽バイパスの開通済区間に並行する国道210号では、交通の転換が図られ、交通混雑
が緩和されています。
○一方、今回開通区間に並行する国道210号では、現在も交通混雑が発生。
○今回の開通により、国道210号からバイパスへ交通の転換が図られることが想定され、
国道210号の交通混雑緩和及び交通安全の向上が期待されます。

■交通量 ■国道210号の交通状況

資料：H22道路交通センサス

浮羽BP
（鷹取交差点東側）

国道210号現道
（うきは市吉井町生葉）

（浮羽BP既開通区間）

国道210号現道
（田主丸町田主丸）

0.84

0.96

交通混雑緩和 交通混雑

1.32

たかとり いくは

○浮羽バイパス及び、並行区間の交通量
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ひがしまち
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（今回開通区間）

※混雑度
道路の込み具合を示す指標であり、交通容量（道路が車を通すことができる量）に対する交通量の比。
混雑度が1.0未満では、道路が混雑することなく、円滑に走行できる状態を示します。


